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論文内容の要 旨

I 目的

教室の藤JIIは免疫溶菌により変化せる菌体 (serum-spheroplast) よりデゾキシコール酸、ノーダによっ

て核酸成分を抽出しその紫外吸収を測定して免疫溶血におけるオキシヘモグロビンの比色定量法と比較し

得る定量法を確立したが著者はこの方法を用ひて免疫溶菌の Kinetics を追及し次いで免疫溶菌並びに免

疫現象におけるリゾチームの意義を解明した。

I 方法

①菌株 Escherichia coli B 

② 抗血清 E. coli B の加熱死菌で免疫した家兎の血清を非働化したものO

⑦ 補 体: 新鮮モルモット血清。採取したままの血清では抗血清が無くても溶菌が起るので E ， coli 

B の細胞壁及び zymosan で血清を処理して補体血清だけでの裕菌が起らないようにした。 これを

“RA" とする。この処理では補体溶血価は殆ど低下しない。

④ 血清よりリゾチーム活性の除去: 稲井等の方法で Bentnite により抗血清や RA からリゾチーム

を i段着除去した。この処理により抗体価或は補体溶血価を損ふことはなかった。リゾチーム活性の無

い補体を“RL" とする。

③ リゾチーム: 結品卵白リゾチームを用ひ実験ごとにその活性を Smoleris の方法で測定した。

⑥ 核酸の定量法:免疫溶菌反応をうけて serum-spheroplast になった菌体をデゾキシコール酸、ノーダ

で溶解し過塩素酸による除蛋白后核酸成分を 260mμ における紫外部吸収により測定した。対照とし

て正常菌体に過塩素酸を加え核酸を抽出しその全核酸量を100%核酸量とした。

E 結果

① 免疫溶菌反応、の kinetics
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抗体過剰補体限定下では溶菌反応の最終値は補体の量によって決定され，補体が消費しつくされると

反応は停止する。補体過剰抗体限定下では反応は相当時間停止すること無く抗体が細菌体上を turn

over する為であろうか補体が消費しつくされるまで反応は続く。 乙れらの反応は免疫溶血の場合と

よく一致する。

② 免疫溶菌反応、における血清リゾチームの意義

抗血清及び補体からリゾチーム活性を完全に除去すると免疫溶菌の程度は著しく低下する。

著者は抗体過剰補体限定下でこの酵素の効果を追及し， リヅチームを除去した抗血清と RL とより

なる実験系にリゾチームを除去しない対照の含量と等量のリゾチームを添加することにより免疫溶菌

の過程が完全に恢復するととを見出した。

尚抗血清及び RL の系を一定にした場合リゾチームの量lとより免疫溶菌の程度並びに速度が規定され

ることも判った。

③ リゾチームと免疫溶菌系による菌の形態学的変化

リゾチームを免疫溶菌系から除去すると菌体の serum-spheroplast への変化は見られない。但し少数

の難染性の梓菌が認められるようになる。 serum-spheroplast の形成もリゾチームの添加量によって

その述度及び程度が規定される。

何 免疫殺閣に及ぼすリゾチームの効果

抗血清及び補体よりリゾチームを除去しでもとれ等の血清による免疫殺菌作用には著切な路響は無い。

但し，過剰のリゾチーム添加は免疫殺菌作用を促進せしめ且増大せしめる。乙の過剰リゾチーム量と

いふのは生体内における血襲中に常在する量に相当し，白血球はその数百倍の濃度を示しているもの

であるから生体内においてリゾチームが免疫裕菌並びに免疫殺菌現象に対して重要な役割を演ずると

考えられる。

W 結論

免疫洛菌現象と免疫溶血現象とは同じ様な機作で反応は進行する。しかしリゾチーム活性の無い免疫溶

I盟系を用いてリゾヂームの効果を調べると免疫溶血には抗血清と補体成分だけが必要であるに反して免疫

熔菌には抗血清と補体成分の他にリゾチーム活性が必須であることがわかった。叉リゾチーム活性を除去

すると serum-sphroplast の形成は見られない。リゾチームは免疫裕|菌や serm-spheroplast 形成の速度

や程度を規定する。しかるに免疫殺閣にはリゾチーム活性は必ずしも必要とせずリゾヂーム活性が無くて

も充分起り得る。ただ生体内の条件に等しい過剰のリゾヂーム添加は免疫殺菌を促進し増大する。

論文の審査結果の要旨

免疫溶血は赤血球に抗体が結合しそれに補体 4成分が結合して起る。しかし免疫浴菌では菌に抗体と補

体 4 成分が結合しただけで serum-spheroplast 形成が起るか否かは長い間教空での課題であった。先に

教室で免疫溶菌系にリゾチームを添加すると熔菌は著しく促進されることを見出した。当時はまだ血清リ

ゾチームの存在は不明であったが後に稲井や山本が血清リゾチームの存在を証明した為リゾチームは免疫
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浴菌に対して単に促進作用のみを有するか或は必須の因子であるのか不明となった。

しかし最近稲井は Bentnite で抗体， 補体の減少殆んどなしに血清リゾチームを除去し得る万法を発見

した。乙の方法と藤JIIの免疫溶菌反応を定量する万法とにより始めてリゾチームの問題を解明することが

出来るようになった。そこで著者は始めに藤Jl Iの核酸定量法によって免疫溶菌反応のKinetics を追及し更

に Bentnite 吸着法を用いてリゾチーム活性の全くない免疫溶菌系を作りこれを用いて免疫溶菌並びに免

疫殺菌におけるリゾチームの役割を追及した。その結果

1 )免疫溶菌反応の Kinetics と Mayer の報告した免疫溶血反応の Kinetics とはよく一致するが血清

リゾチームの関与が次記の如く明白になったので Mayer と同様の結論には全面的には同調出来ない。

2) 抗血清並びに補体からリゾチームを除去すると免疫溶菌反応は殆んど起らない。リゾチームを除去

した抗血清，補体からなる実験系にリゾチーム司を除去しない対照系の含量と等量のリゾチームを添加する

と免疫溶菌反応の過程は完全に仮復する。しかもその反応の速度並びに程度はリゾチーム量により規定さ

れる D

3) リゾチーム活性の無い免疫溶菌系においては serum-spheoplast 形成は見られない。但し少数の

cell wall に似た難染性の梓菌が見られる。この現象の原因はまだ不明で今後に課せられた重要な問題で、あ

る。 serum-spheroplast 形成もリゾチームの添加量によってその速度並びに程度が規定される。

4) 抗血清及び補体よりリゾチームを除去しでもこれ等の血清による免疫殺菌作用には著明な影響は無

い。但し過剰のリゾチーム添加は免疫殺菌作用を促進し且増大する。乙の過剰リゾチーム量といふのは生

体内における血築中に常在する量に相当し白血球にはその数百倍の濃度を示して居る。従ってリゾチーム

は生体内における免疫溶殺菌に対して重要な役割を演ずるものと考えられる。

要するに本研究は感染に対する生体防禦に於いて重要視されている免疫溶菌及び殺菌現象に於ける血清

リゾチームの重要性を初めて明らかにしたもので免疫学の進展に寄与した点大なるものと考える。




